
 

令和６年度 事業計画 

 

《令和６年度の方針》 

  今年度も、交通の拠点としての「港」から、今治市民が活躍し、創造し、発信する拠点としての「港」へ

の転換を図ることで、今治港を「交流」の港へとしていくことを推進します。 

はーばりーを起点とした賑わいの仲間づくりを強化することで、中心市街地を回遊する機会をつくり、交流人

口を増やしていきます。これに伴い今治城の環境改善事業に着手します。 

海洋資源・地域資源を活用した促進事業においては「海」をシビックプライドと捉え『海洋教育を活かした持

続可能なまちづくり』をベースに、海の体験事業として（海に親しむ）今治海 Kids 倶楽部（海を知る）・今治ア

マモプロジェクトを継続開催します。 

今年度も今治市からの委託事業等もあり、シビックプライドの醸成について理解が広がっている 

 

 

 

《事業計画》 

 

今治港を起点とした良好な市街地を形成するためのまちづくりに関する事業 

 

１．今治城のお堀環境調査によるシビックプライド育成事業 

  お堀の底質の調査 

                         【地球環境保全基金】 

 

２．子どもが真ん中フェスタ事業運営（今治市 子ども未来課）【委託事業】 

  日程：10月 13 日（日）  

 

 

海洋資源・地域資源を活用した促進事業 

 

１．今治海人材育成プラットフォーム事業（海と日本 2024）【日本財団 補助事業】 

（１）今治アマモプロジェクト 

６月１日（日）（花枝採取 吉海） 

７月  たねとり 11 月 たねまき 

 

（２）今治海 kids 倶楽部 海が大好き  

７月 21 日（日） 例年とおり 

今治海 kids 倶楽部 海が大好き 虎ケ鼻 

        ８月 11日(金祝) 

 

    （３）これからの海と人との関係  

令和６年度事業報告 

 

２．「幸港のアマモ場を守る会」 発足に係る、調査・報告事業 

【一般財団法人セブン-イレブン記念財団 環境市民活動助成】 

 

（１） アマモ調査 ５月 10 日 幸港 

 

（２） 花枝採取 大島中学校 ５月 29 日 

 



（単位：円）
科目

Ⅰ 収益
１．受取会費

正会員受取会費（個人　18 人） ¥72,000
賛助会員受取会費 ¥2,000

¥74,000
２．受取寄附金

受取寄附金 ¥400,000
¥400,000

３．受取助成金等
受取助成金（日本財団・地球環境基金・セブン） ¥7,888,990
事業委託費(今治市） ¥748,000
受取補助金（今治海の月間実行委員会） ¥150,000

¥8,786,990
４．事業収益

海洋資源・地域資源を活用した事業 ¥900,000
今治港を起点とした良好な市街地を

促進事業収益 ¥900,000
５．その他収益

受取利息 ¥100
雑収益 ¥0

¥100
収益計 ¥10,161,090

Ⅱ 計上費用
１．事業費

海洋資源・地域資源を活用した事業
人件費 ¥330,000
謝礼金 ¥396,000
消耗品 ¥68,000
印刷製本費 ¥646,000
旅費交通費 ¥94,000
保険料 ¥18,000
委託料 ¥1,250,130
使用料及び賃借料 ¥70,400
事業管理費 ¥50,000

経費計 ¥2,922,530
今治港を起点とした良好な市街地を

賃金 ¥555,000
謝礼金 ¥890,000
旅費交通費 ¥1,010,980
委託料 ¥1,117,600
保険料 ¥50,000
印刷製本費 ¥765,000
消耗品 ¥778,210
使用料及び賃借料 ¥1,224,000
事業管理費 ¥669,100
食糧費 ¥69,600

経費計 ¥7,129,490

事業費計 ¥10,052,020

２．管理費
人件費
役員報酬 ¥0
人件費計 ¥0
その他経費
通信費
消耗品等 ¥25,000
その他経費計 ¥25,000

管理費計 ¥25,000
費用計 ¥10,077,020

税引前当期正味財産増減額 ¥84,070
法人税、住民税及び事業税 ¥0
当期正味財産増減額 ¥84,070
前期繰越正味財産額 ¥46,819
次期繰越正味財産額 ¥130,889

令和６年度収支予算

金額

（２）

（１）


